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表紙説明
　喜界島観光物産協会（松田裕道会長）が主催する平

成 25 年の「海開き」が 4 月 28 日、スギラビーチにお

いて行われた。

　海開きには多くの町民が参加し、一足先に訪れた喜

界島の夏を楽しんだ。

－夏本番に向けて海開き－

No.551
5



　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
平

成
24
年
度
３
月
補
正
予
算
と
連

携
し
、
福
祉
関
係
・
農
水
産
業
関

連
新
規
予
算
を
含
め
、
真
に
必
要

な
事
業
や
新
た
な
行
政
需
要
に
対

し
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分

に
傾
注
し
ま
し
た
。

（
3
月
議
会
で
町
長
が
行
っ
た
予
算

編
成
説
明
よ
り
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

円
高
・
デ
フ
レ
、
人
口
構
造
の
激

変
な
ど
の
大
き
な
問
題
を
か
か
え
、

経
済
再
生
に
向
け
て
緊
急
経
済
対

策
に
基
づ
く
24
年
度
補
正
予
算
と

一
体
的
な
も
の
「
15
ヶ
月
予
算
」

と
し
て
編
成
さ
れ
た
平
成
25
年
度

の
国
の
予
算
は
、「
復
興
・
防
災
対

策
」「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」「
暮

ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
の

３
分
野
を
重
点
に
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
過
去
３
年
間
続
い
た
公
債

金
が
税
収
を
上
回
る
と
い
う
異
常

事
態
こ
そ
脱
し
ま
し
た
が
、
公
債

金
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
の
予
算
編
成
で
は
、
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
や
医
療
費
の
増
に

よ
り
扶
助
費
が
引
き
続
き
増
嵩
す

る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
公
債
費

も
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、「
行

財
政
運
営
戦
略
」
に
お
け
る
具
体

的
取
組
事
項
を
踏
ま
え
、
更
に
踏

み
込
ん
だ
歳
入
歳
出
両
面
に
わ
た

る
徹
底
し
た
見
直
し
や
新
た
な
歳

入
確
保
策
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

本
町
も
こ
う
し
た
国
、
県
の
状

況
を
踏
ま
え
平
成
25
年
度
の
予
算

編
成
に
臨
み
ま
し
た
。
交
付
税
の

減
額
、
扶
助
費
の
増
加
傾
向
等
厳

し
い
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
昨
年

度
か
ら
実
施
し
た
担
当
者
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
各
課
長
・
課
長
補
佐
に
よ

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
と
お
し
て
厳
し
い

平成 25 年度

予算の概要

財
政
状
況
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

も
っ
て
編
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

従
来
の
政
策
課
題
に
対
応
し
な
が

ら
新
た
な
取
り
組
み
を
考
慮
し
た

編
成
作
業
の
中
、
経
常
経
費
の
削

減
と
歳
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
が
、

財
源
不
足
は
解
消
で
き
ず
、
財
政

調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

単位：千円

単位：千円

一般会計

特別会計
５４億 4 千６９０万 7 千円

３７億６千９０３万６千円

（対昨年度比０．８％減）

（対昨年度比２．８％増）

● 歳 入 予 算 額

● 各 会 計 予 算 比 較 表
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※ 23 年度までは決算額、24 年度及び 25 年度は見込額です。

● 歳 出 予 算 額 （ 性 質 別 ） ● 歳 出 予 算 額 （ 目 的 別 ）
単位：千円単位：千円

単位：千円単位：千円

● 基 金 残 高 の 推 移 ● 一 般 会 計 起 債 残 高

その他（維持補修費･ 
投資及び出資金･ 
貸付金･予備費）
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  昨年再編された喜界小学校（旧・湾小、

坂嶺小、荒木小、滝川小、上嘉鉄小の５校）

と早町小学校（旧・早町小、志戸桶小、小

野津小、阿伝小の４校）で入学式があり、

68 人の新一年生が入学式を迎えた。

　まだ着こなせない少し大きめの制服と、

皮の匂いが残るランドセルから背負わされ

ている新一年生の初々しさは何ともいえず

可愛らしい。小学校入学の日を迎えること

ができたことは保護者にとってこのうえな

い喜びであろう。 

 　今回、保護者からその喜びをエールにか

えて、愛し子への「メッセージ」を寄せて

いただきました。※枠内のカッコ内は保護

者名です。

　太陽、入学おめでとう。
　いままで支えてくれた多くの方々のおかげで
この日を迎えることができたこと、心から嬉しく
思っています。いつでも、てぃだスマイル！あな
たには、今まで歩んできた軌跡の中にたくさんの
心の故郷があり、これからもあなたを支えてくれ
ます。ファイト!!（実佐）

喜
界
小
学
校

生
田
　
太て

ぃ
だ陽

さ
ん
（
赤
連
）

 　愛恵俐、入学おめでとう。

　これから学校でいろいろな体験をし、たくさん

の思い出を作っていくことでしょう。

　愛恵俐が一日一日成長する姿を見守り、応援し

ているからね。（健太郎）

喜
界
小
学
校

榮　

愛あ

え

り
恵
俐
さ
ん
（
赤
連
）

　優之介、入学おめでとう。

　毎日「学校楽しかったよ」って笑顔で帰ってく

る君の姿、とてもうれしいです。

　これからいろんな事を体験すると思います。友達

をたくさんつくって笑顔を忘れず、学校生活を精一

杯楽しんでください。がんばれ優之介!!（博士）

　待ちに待ったピカピカの一年生！

　雅美、入学おめでとう！！

　我が家の一番のしっかり者。これからは、勉強・

スポーツに、たくさんの友達をつくって、いろんな

事を身につけて、もっともっと頼もしいしっかり者

になってね。頑張れ みやび～！！（成治）

早
町
小
学
校

大
山　

雅み
や
び美

さ
ん
（
佐
手
久
）

喜
界
小
学
校

坂
元　

優ひ
ろ
の
す
け

之
介
く
ん
（
赤
連
）

ピ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生

ピ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生

新入学児童・生徒数
（平成 25 年 4 月 24 日調べ、単位：人）

学　校　名 担　任 全児童
生徒数

喜界小学校
い組 27 竹下聡美

321ろ組 26 酒井静乃
計 53

早町小学校 15 前田由美 91
小 学 校 計 68 412

喜界中学校
１組 41 小野原太一

82２組 41 有木武史
計

喜界高等高校
普通科 33 有元ゆきえ

206商業科 39 楠元智弘
計 72
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　蒼士、入学おめでとう。幼い頃から、つらくさ

みしい日々を乗り越えてきましたね。

　その分、この先は幸せいっぱいでありますよう

願っています。心も体もたくましく成長してくだ

さい。頑張れ！蒼士。（敏和）

　亜漣、入学おめでとう！　楽しみに待っていた

小学校生活が始まりましたね。絵を描くことが好

きだけど、これからはいろんな事にチャレンジし

て最後まで諦めない気持ちが大切です。たくさん

の思い出ができるように精一杯がんばってね。家

族全員で応援しています!!（勝幸）

早
町
小
学
校

仙　

蒼あ
お
し士

く
ん
（
花
良
治
）

喜
界
小
学
校

西
尾　

亜あ
れ
ん漣

く
ん
（
上
嘉
鉄
）

　潤奈、入学おめでとう！　5人兄弟の中の四女

で、一番の人見知りではずかしがりやの潤奈が一

年生。心配、楽しみといろいろだろうけど、何事

も最後まで諦めないで、勉強、スポーツ、友達づ

くりに頑張ってね！　いつも家族で潤奈のことを

応援しているからね（一之）

　一誠、入学おめでとう。あまり楽しみにしてい

なかった一年生（笑）。でもきっと楽しいことが

たくさん待っていると思うよ。いっぱい泣いて、

いっぱい笑って、いろいろな事に挑戦して、心も

からだも大きくなってくれたらうれしいな。一誠

がんばれ!!（愛美）

早
町
小
学
校

大
喜　

潤じ
ゅ
ん
な奈

さ
ん
（
志
戸
桶
）

　翔真、小学校入学おめでとう!!ずっと楽しみ

にしていた 1年生になりましたね。たくさんのお

友達と仲良く、お勉強やスポーツを頑張ってね。

そしてたくさんのお話を聞かせてくださいね。い

つも心優しいお兄ちゃん！みんな応援しているか

ら一緒に頑張ろうね。（佳織）

喜
界
小
学
校

基
井　

翔し
ょ
う
ま真

く
ん
（
城
久
）

　優芽、入学おめでとう。

　泣いても失敗してもいいから、新しい生活を楽

しんでください。

　まだ小さな足ですが、しっかりと足跡を残して

ほしいです。いつもそばにいるよ。（茂）

喜
界
小
学
校

山
倉　

一い
っ
せ
い誠

さ
ん
（
中
里
）

喜
界
小
学
校

森　

優ゆ

め芽
さ
ん
（
湾
）

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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喜界中学校
喜界小学校

早町小学校

あゆみ幼稚園 のぞみ幼稚園

喜界高校

希
望
を
胸
に･･･　

入
学
・
入
園
式
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

は
じ
め
ま
し
て

究
グ
ル
ー
プ
が
島
の
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
を
振

舞
い
、
新
任
教
職
員
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
お
い
し
そ
う
に
料
理
を
頬
張
って
い
ま

し
た
。

　

教
育
長
・
教
育
委
員
・
指
導
主
事
が
町
内
の
小

中
学
校
を
訪
問
し
、
学
校
経
営
説
明
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
様
子
を
参

観
し
た
後
、
各
学
校
の
経
営
の
重
点
に
つい
て
意

見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
学
校
も
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き

と
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
明
確

な
ビ
ジ
ョン
の
も
と
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
活
動
等
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
計
画
が
立

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
学
校
再
編
二
年
目
、「
ふ
る

さ
と
と
自
ら
に
誇
り
を
も
つ
教
育
の
推
進
」
を
め

ざ
し
、
教
職
員
一丸
と
な
って
情
熱
を
注
い
で
い
こ

う
と
い
う
気
概
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

■　

総
合
家
庭
教
育
学
級
（
６
／
16
）

■　

図
書
館
七
夕
祭
り
（
７
／
６
）

■　

第
67
回
県
民
体
育
大
会
第
54
回
大
島
地
区

　

大
会
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
〉

　
（
７
／
13
～
14
）

■　

生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
（
子
ど
も

　

�

会
育
成
団
体・青
年
団
体・Ｐ
Ｔ
Ａ・女
性
団
体・

長
寿
会
対
象
）（
８
／
25
）

■　

第
51
回
町
民
体
育
祭
（
10
／
13
）

■　

図
書
館
文
化
講
演
会　
（
10
／
19
）

■　

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事 

　

業
巡
回
公
演
（
喜
界
小
）（
10
／
28
）

■　
「
文
化
の
日
」
フェス
タ
（
11
／
３
）

■　

文
化
財
防
火
訓
練
（
旧
志
戸
桶
小
校
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
／
10
）

■　

第
48
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
／
17
）

■　

第
17
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
／
24
）

■　

第
54
回
日
本
復
帰
60
周
年
記
念
地
区
駅
伝

　

競
走
大
会
（
12
／
７
）

■　

中
央
公
民
館
講
座
合
同
閉
講
式
・
公
民
館

　

祭
り
（
12
／
８
）

■　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
記
念
第
12
回

　
「
奄
美
を
描
く
美
術
展
」（
12
／
13
～
24
）

■　
ミ
ニ
図
書
館
フェス
タ
（
12
／
21
）

■　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
員
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
／
18
・
19
）

■　

島
唄
・
島
ゆ
み
た
大
会
（
２
／
16
）

■　

町
教
委
委
嘱
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
公
開

　
（
喜
界
中
）（
10
／
27
）

■　

青
少
年
ふ
る
さ
と
大
会
（
８
／
18
）

■　

子
ど
も
会
大
会
（
12
／
１
）

■　

第
16
回
地
域
文
化
祭
（
12
／
１
）

　

以
上
、
主
な
事
業
の
み
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
・
県
レ
ベル
の
事
業
（
朱
書
き
）
に

つい
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
御
参
加
と
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異

動
で
垂
水
市
立
水
之

上
小
学
校
か
ら
德
永

寛
隆
指
導
主
事
が
着

任
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
行
政
職
で
す
が
、「
き
ら
り
と・か
が
や
く
・

いい
島
」・
喜
界
島
の
教
育
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
勤
務
初
日
か
ら
意
欲
的
に
職
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

喜
界
小
・
早
町
小
・
喜
界
中
の
３
小
中
学
校

と
喜
界
高
等
学
校
に
本
年
度
赴
任
し
た
教
職

員
39
名
を
対
象
に
「
転
入
・
新
任
教
職
員
受

入
式
」
が
役
場
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
喜
界
小
に
赴
任
し
た
龍
加
奈
子

教
諭
が
宣
誓
。
晴
永
清
道
教
育
長
は
、「
喜
界

島
は
素
晴
ら
し
い
島
。
早
く
地
域
に
慣
れ
親
し

み
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

が
ん
ばって
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
。
川
島
健
勇
町

長
が
、「
子
ど
も
た
ち
へ
情
熱
を
注
ぎ
、
人
間

と
し
て
の
根
っこ
や
懐
を
大
き
く
し
て
いって
ほ

し
い
。」と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
転
入・

新
任
教
職
員
を
代
表
し
、
坂
口
新一校
長
（
喜

界
高
）
は
、「
飛
行
場
で
は
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
夢

と
希
望
を
も
た
せ
、
や
る
気
に
満
ち
た
人
材
を

育
成
し
た
い
。」
と
挨
拶
。
式
で
は
、
喜
界
町

の
自
然
や
食
・
史
跡
な
ど
を
紹
介
す
る
映
像
も

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
後
の
懇
親
会
で

は
、
唄
者
・
川
畑
さ
お
り
さ
ん
が
「
喜
界
や
よ

い
島
」
な
ど
歓
迎
の
島
唄
を
披
露
。
生
活
研

受入式の様子

平
成
25
年
度
生
涯
学
習
課
関
係
主
要
行
事

平
成
25
年
度
社
会
教
育
関
係
主
要
行
事

喜
界
町
小
・
中
・
高
等
学
校
合
同
「
転
入
・

新
任
職
員
」
受
入
式
（
4
月
12
日
）

学
校
経
営
説
明
会
（
4
月
19
日
）

　

～
喜
界
小
・
早
町
小
・
喜
界
中
学
校
～

町民体育祭

駅伝大会県民体育大会・大島地区大会
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音
楽
雑
誌
「
バ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル
２
０
１
３

年
5
月
号
（
音
楽
の
友
社
発
行
）」
に
喜
界

高
校
吹
奏
楽
部
の
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
バ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
、
昭
和
34
年
創
刊

の
50
年
以
上
続
く
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
雑
誌
で
、
全

国
の
吹
奏
楽
愛
好
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

小
規
模
吹
奏
楽
部
の
特
集
「
ガ
ン
バ
レ
！
小
編

成
バ
ン
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
5
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
記
者
の
目
線
か
ら
見
た
同
部
の
状
況
や
各

パ
ー
ト
ご
と
に
部
員
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

部
長
の
習
す
み
れ
さ
ん
は
「
掲
載
さ
れ
て

う
れ
し
い
。
今
ま
で
自
分
た
ち
が
や
っ
て
き
た

こ
と
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
た
。
こ
れ

を
励
み
に
、
次
の
南
九
州
大
会
出
場
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

管
・
打
楽
器
を
中
心
に
合
奏
す
る
吹
奏
楽

は
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い
世
代

に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟

に
加
盟
す
る
吹
奏
楽
団
は
１
万
４
０
０
０
団

体
を
超
え
る
と
い
う
。

く
下
回
っ
た
。
夏
場
ま
で

の
順
調
な
生
育
を
見
て
、

昨
年
度
よ
り
良
い
作
柄
を

期
待
し
て
い
た
が
、
連
続

し
た
台
風
襲
来
に
よ
り
、

ダ
メ
ー
ジ
が
予
想
を
超
え

た
。
結
果
と
し
て
、
キ
ビ

の
空
洞
化
が
多
く
見
ら
れ

重
量
が
軽
く
な
っ
た
。
ま

た
、
メ
イ
チ
ュ
ウ
に
よ
る

芯
枯
れ
も
若
干
見
ら
れ

た
。
キ
ビ
の
減
産
は
、
関

係
各
機
関
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
、
町
の
経
済
に
も
大

Topics in KIKAIJIMA

　

喜
界
町
教
育
委
員
会（
晴
永
清
道
教
育
長
）

は
4
月
21
日
、旧
滝
川
小
学
校
に
新
設
さ
れ
た

「
喜
界
町
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
開

所
式
を
行
っ
た
。
式
に
は
滝
川
・
島
中
集
落
民

が
招
待
さ
れ
、
関
係
者
を
含
め
約
40
人
が
出

席
し
た
。

　

晴
永
教
育
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
昨
年
、
滝
川

小
が
学
校
再
編
に
よ
り
閉
校
し
、
集
落
の
方
々

は
寂
し
い
思
い
を
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
開

所
す
る
こ
と
で
、
常
駐
す
る
職
員
や
島
内
外
の

来
館
者
で
少
し
賑
や
か
に
な
る
。
集
落
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
有
効
的
に
運
営
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
た
。
出
席
者
た
ち
は
式
終
了
後
、

職
員
か
ら
貴
重
な
出
土
品
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
館
内
を
見
学
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
１
階
は
、
貴
重
な
出
土
品
が

飾
ら
れ
て
い
る
展
示
室
、
出
土
品
を
洗
う
作
業

場
な
ど
が
あ
り
、
城
久
遺
跡
群
な
ど
か
ら
の
出

土
品
は
２
階
で
保
管
し
て
い
る
。

埋
蔵
文
化
財
拠
点
施
設
で
開
所
式

　
　
　

～
喜
界
町
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
～

う
れ
し
い
お
し
ら
せ
！　

音
楽
誌
「
バ
ン
ド

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
掲
載 

～
喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
～

　

生
和
糖
業
㈱
喜
界
工
場
（
平

田
勝
造
社
長
）
は
３
月
25
日
、

平
成
24
～
25
年
期
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
搬
入
を
終
了
し
た
。

　

今
期
は
台
風
に
よ
る
キ
ビ
の

生
育
不
良
も
あ
り
、
年
度
当
初

の
見
込
み
（
７
万
５
千
㌧
）
を

大
き
く
下
回
る
６
万
８
３
０
０

㌧
の
見
通
し
で
あ
っ
た
が
、
搬

入
さ
れ
る
キ
ビ
の
不
出
来
が
予

想
以
上
で
、
最
低
を
記
録
し
た

昨
年
（
昭
和
34
年
の
操
業
開
始

時
を
除
く
）
を
さ
ら
に
下
回
る

５
万
７
６
０
６
㌧
（
対
前
年
比

26
㌧
減
）
と
な
っ
た
。

　

過
去
最
低
だ
っ
た
今
期
の
搬

入
量
に
つ
い
て
松
門
弘
法
工
場

長
は
「
今
期
の
キ
ビ
の
作
柄
は

昨
年
度
に
ひ
き
続
き
非
常
に
悪

く
、
当
初
の
見
込
み
か
ら
大
き

搬
入
量
は
過
去
最
低
の
5
万
７
６
０
６
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
製
糖
期
終
了
～

職員から説明を受ける集落民たち

き
な
影
響
を
及
す
こ
と
に
な

る
。
今
回
の
結
果
を
引
き
ず
る

こ
と
な
く
、
来
期
の
キ
ビ
増
産

に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
今
期
の
収

穫
面
積
は
１
２
５
９
㌶
（
前
年

比
１
㌶
減
）
と
や
や
前
年
よ
り

少
な
く
、
単
収
は
４
・
５
７
７

㌧
（
前
年
比
０
・
５
㌧
増
）、
甘

し
ゃ
糖
度
は
13
・
98
度
（
前
年

と
同
じ
）
で
あ
っ
た
。
奄
美
群

島
に
お
い
て
増
産
で
終
了
し
た

工
場
は
、与
論
島
製
糖
（
与
論
、

17
・
２
％
増
）
と
南
栄
糖
業
（
沖

永
良
部
、
６
・
２
％
増
）。
減
産

は
、
南
西
製
糖
（
徳
之
島
13
・

３
％
減
）
と
富
国
製
糖
（
奄
美

２
％
減
）。
生
和
糖
業
（
喜
界
）

は
０
・
04
％
減
と
な
っ
た
。

掲
載
を
喜
ぶ
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

▲

期別および作型の推移　（生和糖業調べ　 面積 ： a、 単収 ： t/10a、 生産量 ： ｔ）

作型

期別

夏　　植 秋　　植 春　　植 株　　出 計 ハーベ
スター率面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量

24/25 27,619 5.7 15,808 11,529 5.5 6,303 13,823 3.7 5,164 72,881 4.1 30,324 125,865 4.6 57,607 78.1

23/24 36,609 5.4 19,995 9,435 4.9 4,630 14,530 4.4 6,459 65,435 4 26,545 126,023 4.5 57,632 81.9 

22/23 39,567 8.4 33,361 6,754 8.1 6,756 12,855 6.3 8,210 62,358 6.2 38,890 122,907 7.1 87,219 79.8 
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シマの話題
ひ
と
足
先
に
夏
を
満
喫

　
　
　
　
　
　
　

～
海
開
き
～

　

喜
界
島
観
光
物
産
協
会
（
松
田
裕
道

会
長
）
は
４
月
28
日
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ

で
海
開
き
を
開
催
し
た
。

　

神
事
で
は
、
松
田
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
が
遊
泳
の
安
全
を
祈
願

し
、
救
難
講
話
で
は
、
消
防
喜
界
分
署

の
隊
員
が
迅
速
な
応
急
処
置
の
実
演
を

し
た
。
恒
例
の
「
宝
さ
が
し
」
ゲ
ー
ム

で
は
、
親
子
で
協
力
し
て
砂
に
埋
め
ら

れ
た
番
号
札
を
懸
命
に
探
し
、
一
喜
一

憂
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
今
回
の
特
別
企
画
と
し
て
、
競

技
カ
ヌ
ー
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
44
位

で
、
観
光
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
な
ど
で
事
業

を
展
開
す
る
「
ア
マ
ニ
コ
」
の
白
畑
瞬

代
表
を
招
き
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
を

実
施
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
慣
れ
な
い

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
漕
ぎ
な
が
ら
、
ひ
と

足
早
い
夏
を
楽
し
ん
だ
。

宝さがしに熱中する参加者たち

　
　

入
場
料
収
入
（
２
６
８
人
分
）

　
　

	

１
３
４
，
０
０
０
円

　
　

募
金
額	

４
２
，
６
４
３
円

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
）
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
喜
界

島
（
若
松
洋
介
理
事
長
）
は
4
月
14
日
、
町

内
外
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
初
め
て
の
試
み
で
、
町

内
の
会
員
を
は
じ
め
宮
崎
県
や
熊
本
県
か
ら

約
20
人
が
参
加
し
た
。
有
機
の
ト
マ
ト
栽
培

に
取
り
組
む
若
松
農
園
（
若
松
美
雄
代
表
取

締
役
）
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
に
取
り
組
む
喜

界
島
工
房
（
杉
俣
紘
二
朗
代
表
）、
飼
料
に

含
ま
れ
る
化
学
合
成
物
質
を
除
去
す
る
電
子

チ
ャ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
ヤ
マ
サ
ン

（
峰
山
恵
一
代
表
取
締
役
）
な
ど
を
視
察
し

た
。

　

若
松
理
事
長
は
「
農
作
物
だ
け
で
な
く
、

畜
産
、
エ
ビ
養
殖
な
ど
の
現
場
で
も
有
機
へ

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
喜
界
島

だ
か
ら
で
き
る
安
心
・
安
全
な
商
品
』
を
作

り
出
し
、
島
の
振
興
・
環
境
改
善
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す

る
意
欲
を
語
っ
た
。

　

喜
界
町
文
化
協
会
（
外
内
千
里
会
長
）
が

主
催
す
る
「
第
２
回
東
日
本
大
震
災
被
災

地
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
が
４
月
14
日
、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

同
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
は
、「
支
援
と
絆

の
輪
を
広
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
喜

界
琴
友
会
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、
喜
界
中
学

校
の
吹
奏
楽
演
奏
や
奄
美
島
唄
研
究
会
の
島

唄
、
志
戸
桶
十
五
夜
会
の
八
月
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

外
内
会
長
は
「
大
規
模
地
震
（
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
）
で
喜
界
島
に
到
達
す
る
津
波

の
高
さ
は
、
約
５ｍ
と
予
測
が
出
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
被
災
地
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
の
余
剰
金
は
日
本
赤

十
字
社
に
送
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
振
興
に
使
わ
れ
る
。

　

島
中
集
落
（
寳
利
一
郎
区
長
、
集
落
民
60

人
）
は
こ
の
ほ
ど
、
島
中
公
民
館
の
向
か
い

に
あ
っ
た
「
島
中
」
バ
ス
停
を
、
同
公
民
館

の
と
な
り
に
移
設
し
た
。　

　

寶
区
長
に
よ
る
と
、
昨
年
の
学
校
再
編
で

同
バ
ス
停
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
に
指

定
さ
れ
た
が
簡
易
な
屋
根
し
か
な
く
、
集
落

民
の
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
雨
風
が
凌
げ

る
バ
ス
停
を
作
ろ
う
」
と
い
う
意
見
か
ら
場

所
を
変
え
、
新
築
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た

と
い
う
。

　

同
バ
ス
停
に
は
掲
示
板
が
設
置
さ
れ
、
集

落
内
に
あ
る
ウ
フ
ヤ
グ
チ
鍾
乳
洞
や
町
花
の

リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
な
ど
の
写
真
が
飾
っ
て
あ

る
。
ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
室
内
を
設

け
た
こ
と
で
、
夏
は
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

で
き
、
寒
い
冬
で
も
室
内
で
安
心
し
て
待
つ

こ
と
が
で
き
る
。

　

バ
ス
停
を
利
用
す
る
東
愛
美
さ
ん
（
喜
界

小
6
年
）は「
た
く
さ
ん
写
真
が
飾
っ
て
あ
っ

て
、
待
っ
て
い
る
と
き
も
退
屈
し
な
い
。
バ

ス
停
が
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
と
喜

ん
で
い
た
。

集
落
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
バ
ス
停

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

～
島
中
集
落
～

第
１
回
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
バ
ス
ツ
ア
ー

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
喜
界
島
～ヤマサンの牛舎を視察する参加者たち

各団体の出し物は来場者を楽しませた

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
義
援
金

　
　
　
　
　
　

～
喜
界
町
文
化
協
会
～

集落民の新しい憩いの場 島中バス停
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第
二
回
「
喜
界
島
の
観
光
大
使
に
な
り
た
い
」

　「
自
称
喜
界
島
の
観
光
大
使
で
す
」
そ
う

話
し
、
朝
霞
市
（
埼
玉
県
）
の
Ｆ
Ｍ
局
「
す

ま
い
る
Ｆ
Ｍ
」
で
喜
界
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
基
江

美
穂
さ
ん
（
湾
出
身
）。
百
貨
店
「
伊
勢
丹
」

の
新
宿
店
で
玩
具
販
売
員
と
し
て
勤
務
す
る

傍
ら
、
毎
週
日
曜
日
午
後
11
時
か
ら
放
送
さ

れ
る
番
組
「
く
っ
つ
き
の
「
を
」」
で
ア
シ

ス
タ
ン
ト
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
る
。

　

出
演
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
代
々

木
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
院
を
卒
業
後
、
同
期

生
が
基
江
さ
ん
を
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
。
番

組
は
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
山
本
拓

実
さ
ん
が
務
め
、「
ぽ
り
ん
（
番
組
内
で
の

呼
称
）」
こ
と
基
江
さ
ん
が
出
演
す
る
コ
ー

ナ
ー
「
自
称
喜
界
島
観
光
大
使
、
基
江
美
穂

の
、走
れ
！
喜
界
島
調
査
隊
」（
月
一
回
放
送
）

で
、
島
の
魅
力
を
楽
し
い
ト
ー
ク
で
リ
ス
ナ
ー

に
届
け
て
い
る
。
番
組
で
は
「
喜
界
島
の
保

護
蝶
「
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
」
の
さ
な
ぎ
は
ど
ん

な
色
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
」
と
ク
イ

ズ
を
出
題
し
た
り
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
放

送
さ
れ
て
い
た
番
組
「
ト
リ
ビ
ア
の
泉
」
風

に
島
の
特
色
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　

局
の
担
当
者
に
よ
る
と
、
同
番
組
は
メ
イ

ン
の
山
本
さ
ん
と
、
声
優
の
卵
た
ち
を
中
心

に
し
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
、
明
日
す
ぐ
使
え

る
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
無
駄
な
情
報
を
面

白
お
か
し
く
話
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
ト
ー

ク
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
。
日
曜
の
夜
に
、
月
曜

か
ら
の
元
気
が
届
け
ら
れ
る
番
組
を
目
指
し

て
い
る
。
現
在
の
放
送
局
に
な
っ
て
か
ら
約

3
年
（
他
局
で
の
前
身
の
番
組
を
含
め
る

と
5
年
余
り
）
続
い
て
お
り
、
放
送
回
数
は

１
５
０
回
を
越
え
る
と
い
う
。

　

メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
山
本
さ
ん

は
基
江
さ
ん
の
印
象
つ
い
て
「
ぽ
り
ん
は
、

頭
が
よ
く
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
性
格
。
明
る

い
話
し
声
や
笑
い
声
で
リ
ス
ナ
ー
を
癒
し
て

い
る
。
仕
事
の
段
取
り
も
上
手
で
、
安
定
感

が
あ
る
」
と
語
る
。

　
「
地
元
だ
か
ら
知
っ
て
い
る
喜
界
島
の
魅

力
を
伝
え
て
、
島
を
知
ら
な
い
人
に
も
来
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
す
基
江
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
「
自
称
喜
界
島
観
光
大
使
」
と
し
て
、

持
ち
前
の
明
る
い
ト
ー
ク
と
笑
い
声
で
ラ
ジ
オ

の
電
波
を
通
し
て
新
た
な
喜
界
島
フ
ァ
ン
を

発
掘
す
る
。

　

同
番
組
は
「
す
ま
い
る
Ｆ
Ｍ
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://fm

767.net/

）
か
ら
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ラ
ジ
オ

で
も
対
応
可
能
。

不
定
期
連
載

人
を
訪
ね
て

シ
リ
ー
ズ

昭 和 61 年 生 ま れ。 湾
出身、東京都練馬区在
住。 友 人 の 紹 介 で、2
年前から埼玉県朝霞市
のＦＭ局「すまいるＦ
Ｍ」の番組「くっつき
の「を」」に出演中。

スタジオ収録中の基江さん

基
江
美
穂
さ
ん

（26）

　

第
15
回
民
謡
民
舞
少
年
少
女
奄
美
連
合
大

会
（
公
益
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
な
ど
が

主
催
）
が
こ
の
ほ
ど
、名
瀬
公
民
館
（
奄
美
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。
高
低
音
の
差
が
激
し
い
「
嘉

徳
な
べ
加
那
」
を
見
事
に
歌
い
上
げ
た
界
眞
子

さ
ん
（
赤
連
）
が
中
学
校
の
部
で
優
勝
し
、
見

事
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
８
月
に
品
川
区
総
合

区
民
体
育
館
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。
同
大
会
に
は
、

奄
美
の
各
支
部
か
ら
小
学
校
低
学
年
、
高
学

年
と
中
学
校
の
部
3
部
門
に
37
人
が
参
加
。

本
町
の
安
田
民
謡
教
室
か
ら
も
、
界
さ
ん
を

含
む
８
人
の
若
い
唄
者
が
島
唄
を
披
露
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
界
さ
ん
は
「
嘉
徳

な
べ
加
那
節
は
一
番
歌
い
込
ん
で
い
る
曲
な
の

で
、
優
勝
し
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
。
全
国

大
会
で
も
う
一
度
優
勝
し
た
い
。」
と
次
へ
の

意
欲
を
語
っ
た
。
界
さ
ん
は
7
年
前
も
同
大
会

で
入
賞
し
、
全
国
大
会
に
出
場
。
小
学
校
低

学
年
（
１
～
3
年
）
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

界
さ
ん
以
外
に
も
、
小
学
校
高
学
年
の
部
に

俊
山
里
穂
さ
ん（
赤
連
）と
嘉
村
美
里
さ
ん（
湾
）

が
入
賞
し
、
全
国
への
キ
ッ
プ
を
手
に
し
て
い
る
。

最
優
秀
賞
の
界
眞
子
さ
ん
を
含
む
3
人

が
全
国
へ　

～
少
年
少
女
奄
美
大
会
～

　

か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
か
ご
し
ま
新

特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
こ
の
ほ
ど
鹿
児

島
市
で
開
催
さ
れ
、大
島
順
子
さ
ん
（
小

野
津
）
が
営
む
喜
界
島
草
木
染
工
房
か

ら
出
品
さ
れ
た「
使
い
や
す
い
大
き
め
バッ

ク
」
が
工
芸
品
部
門
で
奨
励
賞
に
選
ば

れ
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

と
ら
え
た
売
れ
る
特
産
品
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
回

で
8
回
目
。
県
内
の
企
業
等
１
８
０
社

か
ら
素
材
や
製
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

商
品
、
計
１
９
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
工

芸
品
部
門
、
食
品
部
門
で
審
査
さ
れ
た
。

　

大
島
さ
ん
は
「
こ
の
バッ
ク
は
喜
界
島

産
の
月げ

っ
と
う桃
を
織
り
込
み
、
染
色
も
モ
ク
マ

オ
ウ
を
使
う
な
ど
喜
界
島
の
草
木
に
こ

だ
わ
っ
て
作
っ
た
。
糸
は
植
物
の
繊
維
か

ら
で
き
て
い
る
た
め
硬
く
、
機
織
り
が
大

変
だ
っ
た
。
染
色
は
10
回
も
行
う
た
め
、

と
に
か
く
手
間
が
か
か
っ
た
。
３
回
目
の

挑
戦
で
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

か
ご
し
ま
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

で
奨
励
賞　
～
喜
界
島
草
木
染
工
房
～

奨励賞を受賞したバック（写真提供かごし
まの新特産品コンクール実行委員会）

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA

写真提供　南海日日新聞社
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川村　大輝（保健福祉課）

川畑　一英（総務課）

①
消
防
防
災
係　

②
24
歳
（
平
成
元
年

生
）　

③
野
球
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と　

④
優
し
い　

⑤
一
生
懸
命　

⑥
早
く
仕

事
を
覚
え
て
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る　

⑦
元
気
よ
く
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
⑧
湾

①
統
計
係　

②
23
歳
（
平
成
元
年
生
）　

③
本
屋
め
ぐ
り
・
お
菓
子
づ
く
り･

ド

ラ
イ
ブ　

④
前
向
き　

⑤
一
期
一
会　

⑥
方
言
を
覚
え
た
い　

⑦
祖
母
が
い
た

喜
界
島
で
働
く
こ
と
が
で
き
う
れ
し
い

で
す
。
頑
張
り
ま
す
。
⑧
奄
美
市
名
瀬

 嘉野　慶子 （保健福祉課・保健師）

　

喜
界
町
役
場
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
７

人
（
一
般
職
６
人
、
保
健
師
１
人
）
の
新
規

採
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
「
島
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」・「
町
民
を
笑
顔
に
し
た
い
！
」
と
希
望

に
燃
え
る
新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介
を
い
た

し
ま
す
。

①
係　

②
年
齢
（
４
月
１
日
現
在
）　

③
趣

味　

④
長
所　

⑤
好
き
な
言
葉　

⑥
こ
れ
か

ら
の
目
標　

⑦
町
民
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

⑧
出
身

郷田　杏里（企画課）

 早田　晴樹 （生涯学習課・埋蔵文化センター）

中馬　彬（水環境課）

松山　史知（大島地区消防組合喜界分署）

①
保
健
師
業
務　

②
24
歳
（
昭
和
63
年

生
）　

③
魚
釣
り　

④
前
向
き　

⑤
前
程

万
里　

⑥
今
年
一
年
で
保
健
師
業
を
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い　

⑦
島
に
来
た

ば
か
り
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
⑧
奄
美
市
名
瀬

①
埋
蔵
文
化
財
係　

②
22
歳
（
平
成
２

年
生
）　

③
読
書　

④
集
中
力
が
あ
る　

⑤
日
進
月
歩　

⑥
今
担
当
し
て
い
る
現

場
を
成
功
さ
せ
た
い　

⑦
町
民
の
皆
様

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
⑧
佐
賀
県
鹿
島
市

①
下
水
道
係　

②
27
歳
（
昭
和
60
年
生
）

③
ラ
ン
ニ
ン
グ　

④
集
中
力
が
あ
る　

⑤
初
志
貫
徹　

⑥
一
つ
一
つ
確
実
に
仕

事
を
覚
え
て
い
く　

⑦
が
ん
ば
り
ま
す
。

⑧
荒
木

①
保
険
係
後
期
高
齢
者
担
当　

②
26
歳

（
昭
和
61
年
生
）　

③
野
球　

④
気
持
ち

の
切
り
替
え
が
早
い　

⑤
大
成
功　

⑥

窓
口
で
の
応
対　

⑦
ま
ず
は
塩
道
集
落

に
貢
献
し
た
い
で
す
。
⑧
塩
道

①
予
防
係　

②
20
歳
（
平
成
４
年
生
）　

③
野
球　

④
声
が
大
き
く
明
る
い
と
こ

ろ　

⑤
一
生
懸
命　

⑥
町
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
消
防
士
に
な
る
こ
と　

⑦
喜
界

町
、
喜
界
町
民
の
た
め
に
役
立
ち
た
い

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
⑧
嘉

鈍

町
民
を
笑
顔
に
！

役
場
新
一
年
生
紹
介
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芸
能
と
し
て
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
戦
時
中

に
は
一
時
途
絶
え
た
が
、
昭
和
55
年
、
有
志
に
よ
っ

て
復
活
し
、
現
在
に
至
って
い
る
。
踊
り
の
メ
ン
バ
ー

は
そ
れ
ぞ
れ
20
人
程
度
で
、
集
落
行
事
な
ど
で
披

露
し
て
い
る
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
後
継
者
の

育
成
が
喫
緊
の
課
題
に
な
って
い
る
。

　
「
薙な

ぎ
な
た刀
踊
り
」は
、平
成
23
年
「
文
化
の
日
フェス
タ
」

に
赤
連
集
落
の
伝
統
芸
能
と
し
て
発
表
し
、
好
評
を

博
し
た
。ま
た
、平
成
24
年
に
製
作
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
喜

界
島
近
代
伝
統
芸
能
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

●
集
落
ソ
ン
グ
「
村
は
赤
連
」

　

昭
和
30
年
頃
、集
落
民
の
有
志
（
故
巌
勝
次
作
詞
、

故
山
元
秀
夫
作
曲
、
高
岡
悦
振
付
）
に
よって
作
ら

れ
た
歌
。
豊
年
祭
り
な
ど
の
締
め
に
踊った
り
す
る
歌

で
、
天
神
山
や
海
岸
通
り
な
ど
集
落
を
代
表
す
る
地

名
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

一　
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ　

天
神
山
の

　
　

森
の
緑
が　

栄
え
る
よ
う
に

　
　

村
の
い
や
さ
か　

祈
ろ
じ
ゃ
な
い
か

　
　

ヤ
レ
ン
ソ
レ
ヨ
イ　

村
は
赤
連

　
　

村
は
赤
連　

祈
ろ
じ
ゃ
な
い
か　
　
　

　
　
　
　
（
二
番
以
降
は
省
略
、
～
八
番
ま
で
）

●
そ
の
他

　

数
年
前
か
ら
中
止
し
て
い
る
「
集
落
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
今
年
か
ら
再
開
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

集
落
性

　

穏
や
か
で
、
集
落
外
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
に
も

分
け
隔
て
な
く
接
す
る
、
優
し
さ
と
寛
大
さ
を
持

ち
合
わ
せ
る
集
落
性
で
あ
る
。
ま
た
、
団
結
心
が

強
く
、
島
内
一
周
駅
伝
大
会
で
大
会
史
上
初
と
な

る
４
連
覇
を
達
成
し
た
。

史
跡
な
ど

●
仮
屋
の
跡

　

大
島
代
官
か
ら
分
か
れ
て
喜
界
島
代
官
が
配
置

さ
れ
た
一
六
九
三
（
元
禄
六
）
年
か
ら
、
一
八
七
五

第
２
回
　
赤
連
集
落

概
要

　

人
口
１
，２
２
０
人
、世
帯
数
６
０
３
世
帯
（
平

成
25
年
3
月
現
在
）。
湾
と
同
様
、
町
の
中
心

部
に
位
置
し
、
喜
界
高
校
を
は
じ
め
大
島
支
庁

喜
界
事
務
所
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
る
。

　

集
落
内
は
1
号
か
ら
9
号
に
分
け
ら
れ
、
号

長
と
号
長
を
補
佐
す
る
59
の
班
長
で
組
織
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
集
落
行
事
・
活
動
な
ど
の
決

定
機
関
と
し
て
22
人
の
代
議
員
が
設
置
さ
れ
、

集
落
民
の
積
極
的
な
支
援
・
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
集
落
運
営
が
さ
れ
て
い
る
。

特
色
あ
る
集
落
行
事
な
ど

●
号
対
抗
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

毎
年
6
月
に
開
催
さ
れ
る
「
号
対
抗
グ
ラ
ン
ド

ゴルフ
大
会
」
に
は
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の
多
く

の
集
落
民
が
参
加
し
、
今
年
で
14
回
目
。

●
豊
年
祭

　

旧
暦
の
9
月
19
日
に
開
催
さ
れ
る
「
豊
年
祭
」

の
奉
納
相
撲
に
は
高
校
生
を
は
じ
め
自
衛
隊
な
ど

の
一
般
の
団
体
も
出
場
す
る
。
ま
た
近
年
は
、
小

中
の
女
子
児
童
・
生
徒
が
出
場
す
る
な
ど
盛
り
上

が
り
、
他
集
落
か
ら
も
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
る
。

●
集
落
運
動
会

　

毎
年
11
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
「
集
落
運
動
会
」

は
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
、
年
々
盛
大
に
なって
い

る
。
幼
稚
園
児
か
ら
80
代
ま
で
の
高
齢
者
が
参
加

し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を
図って
い
る
。

●
「
薙な

ぎ
な
た刀

踊
り
」
と
「
ヤ
ッ
ト
セ
ー
」

　

大
正
初
期
、
赤
連
に
居
住
し
て
い
た
種
子
島

出
身
の
「
ツ
ル
」
と
い
う
女
性
に
よ
り
集
落
民
に

伝
え
ら
れ
た
踊
り
。
大
正
10
年
に
町
の
行
事
等

で
披
露
す
る
と
大
好
評
で
、
以
来
集
落
の
伝
統

（
明
治
八
）年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
１
８
２
年
間
、

99
人
の
代
官
役
が
勤
務
し
た
事
務
所
（
仮
屋
と
い

う
）
の
跡
。（
喜
界
町
誌
参
考
）

●
安
達
征
一
郎
文
学
碑

　

平
成
22
年
11
月
に
建
立
さ
れ
た
文
学
碑
。
安
達

征
一
郎
氏
（
本
名
森
永
克
巳
・
埼
玉
県
所
沢
市
在

住
）
は
直
木
賞
候
補
と
し
て
2
回
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
作
家
。
幼
少
期
（
６
～
15
歳
ま
で
）
を
赤
連
で

過
ご
し
て
い
る
。

　

碑
に
は
「
僕
は
赤
連
海
岸
通
り
で
／
多
感
な
少
年

時
代
を
過
ご
し
た
／
こ
の
無
限
の
拡
が
り
と
／
深
み

を
持った
小
宇
宙
で
／
僕
の
作
家
の
『
魂
』
は
生
ま
れ

た
／ 

安
達
征一郎
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

赤連集落区長。区長歴５年。
昭和 17 年生まれ。今年 3 月ま
で区長会の会長を務めた。趣味
はゴルフと音楽。約 40 年前に
結成された音楽バンド「ブルー
コーラル」のバンドリーダー。
好きな言葉「努力」。

愛
島
盛
藏
区
長

（７0）

喜界高校屋上から赤連集落を臨む

Profile

仮屋の跡

安達征一郎先生と文学碑
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

３歳検診で虫歯ゼロだったよ！

杉俣　克磨くん 山口　優輝くん 益田　裕進くん榮　輝翔くん

榮　一颯ちゃん 重野　友梨奈ちゃん 幸得　琉俊くん

5
月
31
日
は
…

　
　
　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

　

毎
年
5
月
31
日
は
、
世
界
禁
煙

デ
ー
で
す
。
5
月
31
日
か
ら
6
月
6

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
に
は
70
種
類
以
上
の
発
が

ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
発

が
ん
物
質
は
放
射
性
物
質
と
同
じ
よ

う
に
遺
伝
子
を
傷
付
け
、
が
ん
の
発

症
率
を
高
め
ま
す
。）

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ

バ
コ
に
含
ま
れ
る
物
質
は
高
血
圧
・

動
脈
硬
化
と
い
っ
た
症
状
を
引
き
起

こ
し
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
タ
バ
コ
は
吸
っ
て
い
る

人
だ
け
で
な
く
、
近
く
の
人
に
も
影

響
を
与
え
ま
す
。
タ
バ
コ
の
先
か
ら

立
ち
上
る
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
吸
い

込
む
煙
よ
り
多
く
の
危
険
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
禁
煙
で
き

る
の
か
？
」
と
不
安
に
な
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
禁
煙
は
、「
禁
煙

し
て
み
よ
う
か
な
？
」
と
思
っ
た
そ

の
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た
時
は
本
数

を
減
ら
す
よ
り
も
、
き
っ
ぱ
り
と
吸

う
の
を
止
め
る
方
が
効
果
的
で
す
。

本
数
を
減
ら
し
て
い
く
と
吸
う
間
隔

が
長
く
な
る
た
め
、
ニ
コ
チ
ン
切
れ

の
症
状
が
よ
り
強
く
な
っ
て
し
ま
い

逆
効
果
で
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
を
吸
う
方
の
中
に

は
、「
吸
い
た
い
」
と
い
う
思
い
よ

り
、
い
つ
も
の
癖
で
タ
バ
コ
を
吸
う

な
ど
習
慣
化
し
て
い
る
方
も
多
い
の

で
、
タ
バ
コ
の
か
わ
り
に
違
う
も
の

を
口
に
し
て
気
分
転
換
す
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。（
食
べ
過
ぎ
に
は

注
意
！
）　
　
　

　

現
在
は
禁
煙
治
療
に
健
康
保
険
が

適
応
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に

も
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
が
定

期
予
防
接
種
に
変
わ
ま
し
た
。

　

4
月
1
日
よ
り
、
対
象
の
お
子
さ

ん
に
は
、
役
場
か
ら
問
診
票
を
お
送

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
問
診

票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

に
つ
い
て

　

4
月
よ
り
助
成
の
手
続
き
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
接
種
ご
希
望
の
方

は
、
役
場
・
保
健
福
祉
課
で
助
成
券

を
受
け
取
り
、
医
療
機
関
（
島
内
）

で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
75
歳
以
上
、
65
歳
以
上
75

歳
未
満
で
医
師
が
必
要
と
認
め
る
も

の
（
証
明
書
が
必
要
）

【
助
成
金
額
】
三
千
円
（
超
え
た
分

は
自
己
負
担
）、
生
活
保
護
世
帯
は

全
額
町
で
負
担

 受動喫煙 

 チャンス！ 
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有料広告

　

㈡
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で

４
年
～
10
年
の
実
務
経
験
者　

㈢

学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種
に

関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
で
、
大

学
卒
者
2
年
、
短
大
・
高
専
卒
者

４
年
、
高
校
卒
者
７
年
の
実
務
経

験
の
あ
る
者

［
受
付
期
間
］
平
成
25
年
５
月
27
日

（
月
）
～
６
月
7
日
（
金
）
必
着

［
定
員
］
30
名
（
定
員
に
成
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

［
受
講
料
］
１
２
、０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
）

※
受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
の
請

求
並
び
に
受
講
資
格
な
ど
の
詳
し

い
こ
と
は
、
鹿
児
島
県
職
業
能
力

開
発
協
会
（
担
当
：
福
岡
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
９
２
―
０
８
３
６

鹿
児
島
市
錦
江
町
９
―
14

　

会
社
を
解
雇
さ
れ
た
り
、
給
料

が
支
払
わ
れ
な
かっ
た
り
す
る
な
ど
、

会
社
（
事
業
主
）
と
個
々
の
従
業

員
と
の
労
働
関
係
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
を
個
別
労
働
紛
争
と
い
い
ま
す
。

個
別
労
働
紛
争
を
解
決
す
る
手
続

に
は
、
裁
判
所
や
労
働
局
、
弁
護

士
会
な
ど
複
数
の
機
関
に
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、、
各
手
続
に
は

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
紛
争
の

実
情
等
を
踏
ま
え
て
ど
の
手
続
を

利
用
す
る
の
が
良
い
の
か
を
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

暮らしの情報 インフォメーション
　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児

島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９
ー

２
３
９
ー
３
８
１
１
）
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

［
第
一
次
試
験
］
平
成
25
年
９
月
8

日
（
日
）

［
受
験
申
込
先
］
全
国
の
各
人
事
院

事
務
局
希
望
す
る
第
一
次
試
験
に
よ

り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
人
事
院
九
州
事
務
局
（
電
話

０
９
２
―
４
３
１
―
７
７
３
３
）

②
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係
（
電
話
０
９
６
―
３
５
４
―

６
１
７
１
）
内
線
２
０
７
２

大
島
税
務
署
総
務
課
総
務
係
長
碇
山

（
電
話
０
９
９
７
―
５
２
―
４
３
２
１
）

　　

こ
の
講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員

（
職
業
訓
練
に
お
い
て
訓
練
を
担
当

す
る
者
）
と
し
て
必
要
な
能
力
を
付

与
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指

定
す
る
講
習
実
施
要
領
に
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
講
習
終
了
後
に
鹿
児
島
県

知
事
に
申
請
す
る
こ
と
で
職
業
訓
練

指
導
員
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

［
期
間
］
平
成
25
年
7
月
29
日
（
月
）・

30
日
（
火
）・
31
日
（
水
）・
8
月
5
日

（
月
）・
6
日
（
火
）・
７
日
（
水
）
の

6
日
間
（
午
前
９
時
～
午
後
5
時
）

［
場
所
］ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島（
予

定
）
鹿
児
島
市
東
郡
元
町
14
ー
３

［
主
な
受
講
資
格
］
㈠
技
能
検
定
（
国

家
試
験
）
の
1
級
・
単
一等
級
合
格
者

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。
税
務

職
員
採
用
試
験
に
合
格
し
採
用
さ

れ
ま
す
と
、
全
員
が
税
務
大
学
校

に
入
校
し
、
１
年
間
、
税
務
職
員

と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
習
得

す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
に

な
って
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
事
項

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

［
受
験
資
格
］
高
校
卒
業
見
込
の

方
及
び
高
校
卒
業
後
3
年
を
経
過

し
て
い
な
い
方

［
試
験
の
程
度
］
高
校
卒
業
程
度

［
申
込
方
法
及
び
申
込
受
付
期
間
］

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
専

用
ア
ド
レ
ス
（http://w

w
w

.jinji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
み
受
付

期
間
は
平
成
25
年
6
月
24
日
（
月
）

か
ら
７
月
3
日
（
水
）
ま
で
（
受

信
有
効
）

②
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

申
込
用
紙
は
、
人
事
院
九
州
事
務

局
、
熊
本
国
税
局
及
び
最
寄
り
の

税
務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間
は
平
成
25
年
6
月
24
日

（
月
）
か
ら
６
月
28
日
（
金
）
ま
で

（
28
日
（
金
）
ま
で
の
通
信
日
付

印
有
効
）

※
申
込
方
法
に
よ
り
、
受
付
期
間

が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

日時：２０１３．６月２日（日）
会場：大阪府寝屋川市民会館（大ホール）
開場：１３：３０　開演：１４：３０
★入場整理券：１２：００～会場にて発券します。
★物産展オープン：１１：００
前売：3,000円　　当日：3,500円
問合せ：オフィス　サバニ　０９９７－６５－０９３０（１８：００～）
　　　　sakae@kikaijima-sabani.com
　　　：三線カフェ喜界島　０９０－２３５１－８２３２（大阪）
　　　　www.cafe-kikaijima.com
チケットぴあ：０５７０　０２　９９９９　Ｐコード１９８－０１３

喜界島音楽祭＆物産展

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

税
務
職
員
採
用
試
験

　
　
　
　
　
　
　

受
験
者
募
集
！

平
成
25
年
度
職
業
訓
練
指
導
員

（
48
時
間
）
講
習
実
施
の
ご
案
内

裁
判
所
に
お
け
る
個
別
労
働
紛

争
解
決
手
続
き
に
つ
い
て

14



有料広告

日本復帰 60 周年への想い日本復帰 60 周年への想い

　県政に対する県民みなさんのご意見やご提案を幅広く
お聴きし、今後の諸施策を進める上での参考にさせていた
だくため、県政アンケートモニターを募集いたします。
　鹿児島県をよりよくするためにみなさんの声をお聴かせ
ください。

［職務］県政に関するアンケート調査に回答すること
［任期］平成 25 年９月 1 日～平成 27 年 8 月 31 日（2 年間）
［応募資格］20 歳以上の県内居住者で、県政に関心を持ち、
その推進・工場に協力いただける方。ただし、次の各号
に該当する方を除く。⑴国又は地方公共団体の議会の議
員⑵常勤の国家公務員又は地方公務員⑶過去２期（４年）
の間に連続してモニターを経験したもの。

［謝礼等］⑴毎月、県政資料を提供する⑵モニター業務に
対する謝礼は支給しない。⑶今回新たにモニターになった
方には、「かごしまよかとこ１００選」（四季の旅、浪漫の旅、
海道の旅、躍動の旅、食彩の旅）のうちいずれか１巻を
贈呈する。

［応募方法］県庁広報課、県地域振興局・支庁及び各市町
村窓口等に備え付けの「募集リーフレット」のほか、はがき、
ファックス、インターネットにより、必要事項を記入の上、
応募する。

［必要事項］住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、性別、
職業、電話番号、（お持ちの場合は）Ｅメールアドレス、
各種モニターの有無、応募の抱負（１００字程度）

［募集期間］平成 25 年４月 19 日（金）～
　　　　　 平成 25 年 6 月 19 日（水）　（当日消印有効）

［募集人員］２００名
［その他］選考結果は、応募者全員に通知する。

県からのおしらせ
Information from prefecture 

県民の声係からのおしらせ
「県政アンケートモニターの募集」

【喜界高校の制服】
　喜界高校の二期生（前列四人）。当時の制服
制帽は米軍の中古服を黒に染め加工した。後列
の二人は米軍服（H ＢＴ）そのままの色。昭和
28 年頃。この写真は故晶貴操さんが町に提供さ
れたもの。
復帰当時の写真やエピソードなどをお寄せください。

写真は返却いたします。役場企画課広報係まで。

有限会社 喜界町赤連２９６６-１２

０９９７-６５-１３３３
０９９７-６５-０００７

　　　　　　　　　　工事のお見積り・調査は無料です。

　　　　　　　　　　お気軽にご相談ください。

ゆたか建装

                           一級建築塗装技能士・一級防水技能士の店

おすまいの
ペンキは
剥がれて

いませんか？

　　　　　　　　　　まずはお電話・FAXで

梅雨 シーズン到来！
おすまいの

屋根の雨漏れは

大丈夫ですか？

一級建築塗装技能士・一級防水技能士の店

喜界町赤連２９６６- １２

15　Kikai Public Relations 2013.5



　町では、町税収納対策の一環として、タイヤロック（車
輪止め）を導入しています。
　再三の文書や訪問などの催告に応じない滞納者に対し
ては、預貯金や給与などの債権の差押えだけでなく、タ
イヤロックによる自動車 ･ 軽自動車 ･ オートバイなどの
差押えで、より一層の税収の確保に取り組んでいます。

▲タイヤロックおよび差押財産公示書

※財産差押公示書やタイヤロックを損壊した場合は、地方

税法１６８条（滞納処分に関する罪）、刑法 96条（封印等破

棄）、刑法２５２条（横領）などの法律により処罰されること

があります。

　タイヤロックによる滞納対策は、差押さえた自動車等をすぐに
引き揚げずにロックし、運行 ･ 使用させないことで、滞納者に
自主的納税を促すことを目的としています。その際、滞納者に
対し自動車の保管命令を行い、一定期
間内に納税の確認が取れない場合は引き
揚げて公売を実施します。

　県と市町村が連携し滞納整理を行う税務職員相互併任
制度が 3 年間延長されました。
　この制度は国からの税源移譲に伴う課税ベースの拡大
により個人の県民税及び市町村民税が収入未済額が増加
している現状に鑑み、個人住民税の収入未済額の縮減を
図るため、滞納整理業務を県と市町村が連携して行う制
度です。

 
　平成 25 年６月１日から、各課直通の電話番号が
設置されます。これまで代表番号で受けていた役場
の電話が下記のように変更になり、各課に直接電話
をかけられるようになりました。役場に御用のある
方は直接担当課へご連絡ください。

総務課 ６５－１１１１

防災、財政、行政、その他どの課にも属さない業務

議会事務局 ６５－１１１５

議会、監査等に関すること

教育委員会（総務課） ６５－３６８１

学校教育（幼、小、中学校）、教育相談等に関すること

教育委員会（生涯学習課） ６５－３６８２

社会教育、青少年教育、文化財等に関すること

企画課 ６５－３６８３

商工、観光、学校跡地、広報誌、統計等に関すること

選挙管理委員会 ６５－３６８４

各種選挙に関すること

保健福祉課 ６５－３６８５

福祉、介護保険、医療保険等に関すること

税務課 ６５－３６８６

軽自動車税、固定資産税、国保税など各種税金に関すること

住民課 ６５－３６８７

戸籍、住民票、各種証明書、ゴミ、失業保険、パスポート、年金等に関すること

会計課 ６５－３６８８

出納等に関すること

産業振興課 ６５－３６８９

糖業、畜産、園芸、耕地等に関すること

水環境課 ６５－３６９０

上下水道、水道管理、浄化槽設置等に関すること

建設課 ６５－３６９１

建築、港湾、漁港、道路、地籍、町営住宅等に関すること

すこやかセンター ６５－３５２２

高齢者の総合相談窓口、健康づくりに関すること

農業委員会 ６５－３６９２

農地の売買、賃貸、その他農地に関すること

NOSAI大島　喜界支所 ６５－３５１０

農業共済に関すること

総務課からのお知らせ
［役場の電話が変わります！！］税務課からのお知らせ

［悪質な滞納は許しません！］

［ 県と町が連携した滞納整理が 3 年間延長］

　督　促
　 納 期 限ま
で に 完 納 さ
れ な い 場 合
は、 督 促 状
により督促を
行います。

　差押え
　 財 産 調 査
で 発 見 し た
滞 納 者 の 財
産 に 対 する
差 押 えを 行
います。

　財産調査
　官公署 ･ 金融
機 関 ･ 勤 務 先 ･
滞納者の財産を
占有する第三者
な ど に 対 し て、
財政調査を行い
ます。

　換　価
　差押えた不動
産 な ど は、『 公
売』、金銭債権は

『 取 立 て』 によ
り、 差押え財産
の換価（＝換金）
を行います。

差押実施状況について
■平成 24 年度滞納処分実績
○差押え 15 件　336 千円

滞納処分の流れ
　納期限までに納められた納税者との公平を保つため、滞納し
ている人の財産（不動産、預貯金、給与など）の差押え、さら
にその財産を公売するなどの滞納処分を行うことになります。
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「毎月５日はエコライフデー！」とし、電気・水・燃料
などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。
地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
４月の取り組み
環境にやさしい自然との付き合い方

（緑化運動）
①�家庭や地域など暮らしに緑を

取り入れます（緑のカーテン、
屋上緑化）

②公園や森林、農地で緑とふれあいます。
③��県産材、国産材を使った製品を利用します

　移動年金相談日に予約制による年金相談を実施いたし
ますので、ぜひご利用ください。

［予約申込方法］年金相談のご予約は、相談希望日 1 ヶ
月前からお電話又は住民課年金窓口でお受けいたしてお
ります。ご予約を申し込む際には、相談者及び配偶者氏
名、基礎年金番号、電話番号、相談内容等について確認
させていただきます。

［日 時（予約時間帯）］
平成 25 年 5 月 22 日（水）　14：00 ～ 16：30
平成 25 年 5 月 23 日（木）　 ９：00 ～ 12：00

［年金相談会場］ 喜界町役場　トレーニング室
※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく
場合がありますので、あらかじめご了承願います。
また、予約なしの当日受付もいたしますが、お待ちいた
だく場合や、時間に限りがありますので、事前に予約さ
れることをおすすめいたします。

［問い合わせ・予約受付先］
喜界町役場 住民課 年金係
☎６５－１１１１

（内線）３３・９８４

　

毎日の暮らしの中で国の仕事などについての苦情や要望

はありませんか？

　行政相談委員は、地域での皆さんの身近な相談相手と
して、行政サービスに関する相談や行政の仕組みや手続
きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政
機関への通知などの仕事を行っています。
　下記のとおり、行政相談所を開設しますので、お気軽
にご利用ください。相談は無料で秘密は守られます。
※開設日以外でも自宅や電話で相談に応じています。

［日時］平成 25 年５月26日（日）　午前 10 時～午後３時
［場所］喜界町役場　研修室
［行政相談員］園田直樹
［電話］０９９７－６５－３６６３
　　　 ０９０－８８３３－６７２１

［住所］喜界町大字赤連２４００番地

　特定計量器（はかり）の定期検査が本年６月に開催さ
れます。
　取引や証明の計量に用いる計量器は，計量法の規定に
基づき２年に１回定期検査を受けなければなりません。
　定期検査の対象となる特定計量器は ｢非自動はかり｣
｢分銅｣ ｢おもり｣ です。
　また、検査の円滑な実施を図り、喜界町職員による事
前調査が行われています。
　職員が検査日までに事業所等にお伺いしますので、ご
協力をよろしくお願いいたします。

［日時及び場所］
白水公民館
平成 25 年６月 18 日（火）　９：30 ～ 12：00
喜界町体育館
平成 25 年６月 18 日（火）　13：00 ～ 16：30
平成 25 年６月 19 日（水）　９：00 ～ 16：30　

喜界町ではヤンバルトサカヤスデやアシヒダナメクジ駆除
のための薬剤購入助成を行っています。

【駆除方法】ヤンバルトサカヤスデ、アシヒダナメクジ共に家
屋周りに薬剤を散布しておくと進入を防止することができます。
駆除薬剤のコイレット、ナメクリーンは農協購買部で購入してく
ださい（1回あたり2袋まで、１／２助成）
集落で一斉駆除などを行う場合別途実施報告書が必要です。

【問合せ先】役場住民課　生活環境係　中山

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

町からのおしらせ
Information from town 

企画課からのお知らせ
［行政相談のお知らせ］

［予約制による年金相談のご案内］

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番
号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、相
談者本人であることを確認できるものをご持参の
うえ、予約時間までにお越しいただき入室されて
お待ちください。
※代理の方がご相談に来られる際には、委任状と
来られる方の身分証明（運転免許証など顔写真が
あるもの）が必要となります。
※ご都合により来所できない場合は、事前にご連
絡をお願いします。

【ヤンバルトサカヤスデ】【アシヒダナメクジ】

［ 特定計量器定期検査の日程等］

［ 不快害虫の薬剤補助を行っています］

体長約４㎝
繁殖力が強く、
６月と11月に
大量発生する。

外来種。
一年を通して
見受けられる。

体長約 10㎝

17　Kikai Public Relations 2013.5



＊＊＊＊＊＊＊おおきくなあれ＊＊＊＊＊＊＊

笑ったり、泣いたり、あっという間に成長していく三人。　
お父さん似、はずかしがり屋の長女もも。
お母さん似、男勝り次女こうめ。
誰似か？　愛嬌たっぷり長男おうすけ。
三人の成長をまだまだ楽しみたいので、ゆっくりおおきくな
あれ（両親より）

日々成長していく美桜。
少しずつ歩けるようになったね。
今までは、お兄ちゃん達のマネをしてイタズラばっかり
で大変だけど、これからもすくすく元気に育ってね。
(両親より）

　小野津集落の県道沿いに咲くアマリリス。この時
期には町内の至る所で、満開を迎えるアマリリスを
見かけることができる。
　アマリリスはヒガンバナ科の多年草で南アメリカ
原産。太い花茎の上にユリに似た六弁の大きい花
を２～ 4 個つける。数種の原種から作られた園芸
品種。花言葉は「誇り」「内気」「すばらしく美しい」「お
しゃべり」「強い虚栄心」

生島　美桜ちゃん（１歳・塩道）
父　辰規さん　母　恵里奈さん

俊原　百桃さん(８歳）（右）（中里）
　　　小梅さん（７歳）（左）
　　　桜佑くん（４歳）（中）

父　 光広さん　母　小百合さん

今月の花① ～アマリリス～

後世に語り継ぎたい
　　　　　　町指定文化財③

～５つかめ（ハミンカー）の伝説～
　昔、琉球のあるところに、11 歳を頭に９歳、７歳、５歳、３歳の５人の
子どもを持つ母親がいた。器用だった彼女は選ばれて、王様に上納する
絹
け ん ぷ

布を織らされることになったが、子どもが 5 人いては思うようにはかどら
なかった。上納の日はとうとう明日に迫り、彼女は考えたあげく、海に行き、
遊び道具にと5 人の子どもに壺を１個ずつ持たせ、船に乗せた。彼女は
船に結んだ縄を引いたりゆるめたりして、機を織っていた。夕方になり、やっ
とのことで織り上げたとき、船の姿はなかった。彼女は狂気して八方探し回っ
たが見つからなかったため、「どこかの島に着きますように」と祈った。彼
女の一念が通じ、船は小野津の御神山海岸の泊に漂着した。
　上陸した子どもたちは、アダンの実などをなめたりしながら露命をつない
でいたが、ある日、ヤドカリで遊んでいるうち舌を噛み切られ、苦しんで死
んだと伝えられている。死後、御神山の林中に５個の壺とともに葬られた。
参考文献【喜界島見てある記・専修大学文学部亀井明德教授論文】

～「５つかめ」伝承の陶磁器～

　３点の陶磁器は、左から「越
えっしゅうようけいせいじすいちゅう

州窯系青磁水注」、「須
す え き そ う じ こ

恵器双耳壺」、
「褐

かつゆうとうき

釉陶器」とよばれ、「５つかめ」伝説のもとになったものといわ
れている。
　いずれも1,100 年前後に中国および薩摩でつくられており、特に

「越
えっしゅうようけいせいじすいちゅう

州窯系青磁水注」は、日本で出土した 3 点の陶磁器の中で
最も優秀な製品であり、残存状態も良好である。
　小野津八幡神社の森（御

ウガミヤマチ

神山）の祠
ほこら

に安置されていた 5 点のう
ち 3 点が残存し、埋蔵文化センターで厳重に管理、保管されている。
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役場ロビーに県
内の市町村広報
誌コーナーを設
置しました

喜界町の推計人口
（平成 25 年４月１日現在）

世 帯 数   ・・・・ 3,474 戸 （△ 45）

人 口   ・・・・ 7,579 人 （△ 171）

男   ・・・・ 3,670 人 （△ 86）

女   ・・・・ 3,909 人 （△ 85）

（　）は前月比

納付をお忘れなく！（５月）
【税】固定資産税　５/31まで

【使用料】５月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料　５/31まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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志
戸
桶

小
野
津

坂

嶺

川

嶺

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

氏
　
　
名

木
元
　
心コ
ハ
ル晴

中
澤
　
心コ
ハ
ネ翔

竹
田
　
　
朔サ
ク

村
上
　
幸ユ
キ
マ
サ優

平
　
怜レ

ミ

ユ

弥
優

森
　
瑠ル

キ

ア

希
彩

保
護
者

・
昭
博
・

・
浩
樹
・

・
光
・

・
敦
・

・
貴
文
・

・
潤
也
・

住
　
所

湾
赤

連
湾

赤

連

川

嶺

坂

嶺

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

住

所

羽

里
湾

志
戸
桶

川

嶺

奄
美
市

坂

嶺

川

嶺

氏
　
　
名

龍
田
　
節
子

浜
岡
　
博
紀

松
園
　
健
二

加
藤
美
枝
子

高
橋
　
宏
暢

森
岡
　
勝
一

平
瀬
　
範
雄

ふ
る
さ
と
寄
付
金

氏
　
　
名

金
井
　
清
治

住

所

京
都
府

（
嘉
鈍
出
身
）

〈
み
ち
づ
れ
〉

南は

え風
の
吹
く
夕
暮
れ
の
庭
暫し

ば

し
佇た

ち　

蜜
柑
の
花
の
香
に
浸ひ

た

り
い
る

細
り
た
る
残
生
さ
び
し
老
い
る
程　

魂
、
知
恵
、
工
夫
い
や
増
す
も
の
を

幼
な
日
の
月
夜
の
道
に
影
踏
み
と
う　

飾
ら
ぬ
遊
び
今
な
つ
か
し
む

卒
業
に
師
や
友
学ま

な
び
や舎

家
族
と
も　

別
れ
て
子
等
は
島
を
去
り
ゆ
き

〈
萌
葉
会
〉

一ひ
と
と
せ

年
の
区
切
り
は
来
て
も
名
ば
か
り
に　

君
の
面
影
浮
か
び
け
る
か
な

そ
ら
豆
の
た
き
込
み
御
飯
い
い
香
り　

食
欲
進
み
お
か
わ
り
重
ね

ロ
マ
ネ
ス
コ
芸
術
品
の
野
菜
な
り　

パ
チ
リ
と
カ
メ
ラ
に
イ
タ
リ
ア
を
食
す

病
む
友
を
快
気
祈
り
て
見
送
り
せ
し　

握
手
す
る
手
に
力
の
籠
る

寒
空
に
恩
師
身
ま
か
る
凛
と
し
た　

遺
影
を
前
に
あ
り
し
日
忍
ぶ

ま
た
一
つ
年と

し齢
を
重
ね
て
弥
生
月　

自お
の

に
決
め
ご
と
自
浄
の
心

有
村　

道
子

美
代　

イ
シ

平
尾　

チ
ヨ

弥
島　

幸
子

德　

成
寿

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

豊
島　

瞳

　
一
番
の
楽
し
み
の
「
野
菜
作
り
」
に
精
を
出
す
ミ
ツ
ノ
さ
ん
。
農
業
歴
は
な

ん
と
約
70
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
畑
が
職
場
と
語
り
、
今
も
Ａ
コ
ー
プ
な
ど
に
自

慢
の
無
農
薬
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
熱
心
な
ミ
ツ
ノ
さ
ん

は
「
高
齢
者
学
級
」
と
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
楽
し
く
て
、

学
べ
る
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。喜
界
島
の
植
物
を
あ
し
ら
っ

た
手
芸
も
得
意
で
、
自
宅
の
壁
に
は
所
狭
し
と
作
品
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
、
自
分
の
年
齢
に
甘
え
ず
生
き
て
い
き
た
い
」
と

い
う
ミ
ツ
ノ
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
楽
し
く
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

守内　ミツノさん

（大正 15 年生・86 歳・小野津）

まだわあさんど
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海開きミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成 25 年５月 21 日～６月 20 日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土

5/21 5/22 5/23 5/24 5/25

●カンキツグ

リーニング病

全島調査【町

一円】

●年金相談【ト
レ 1 4 : 0 0 ～
17:00】
● カ ン キ ツ グ
リーニング病全
島調査【町一円】

●年金相談【トレ9:00

～ 13:00】

●集団予防接種【すこ

14:45 ～ 16:00】

●カンキツグリーニン

グ病全島調査【町一円】

●登記相談【研
修 9 : 0 0 ～
13:00】
●1歳半健診【す
こ 13:15 ～】

5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31 6/1

● 1 歳 歯 科

相 談【 す こ

13:30 ～】

6/2 6/3 6/4 6/5 6/6 6/7 6/8

●人権相談【研

修 10:00 ～

15:00】

●第 1 回図書

館協議会【図

書 館 15:00

～ 16:30】

●資料整理休館
【図書館】
●長寿会連合会
総会【自然】
●精神デイケア

【すこ 10:00 ～
12:00】

6/9 6/10 6/11 6/12 6/13 6/14 6/15

●第２期早町小学
校移動図書館（１・
２・３年生）【早
町小 13:15 ～】
●ゲートボール地
区女性選抜大会

【総合】

●第２期早町小
学校移動図書館

（4・５・６年生）
【早町小 13:15
～】

●第 2 回ブックス
タート【すこ 13:30
～】
●図書室担当者会

（幼稚園・小学校・
中学校）【図書館 2
階】
●乳児健診【すこ
13:15 ～】

●体操教室【コ

ミ 19:00 ～】

●体操教室【コ
ミ 9:30 ～】
●巡回移動図書
館【上嘉鉄地区
センター 14:00
～ 15:00】

6/16 6/17 6/18 6/19 6/20

●総合家庭教

育 学 級【 コ

ミ 16:00 ～

17:30】

● 厚 生 連 健 診

（～ 6/23（日））

【コミ 7:00 ～】

毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

自然・・・・・・自然休養村管理センター
コミ・・・・・・役場コミュニティーホール
すこ・・・・・・旧すこやかセンター
研修・・・・・・役場研修室
トレ・ ・・・・・役場トレーニング室
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